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(57)【要約】
【課題】内視鏡の観察視界が鮮明でない場合等であって
も、操作者がクリップの拡開状態や可撓性シースからの
突出状態を正確に把握してスムーズに操作することがで
きる内視鏡用クリップ装置を提供すること。
【解決手段】可撓性シース１の途中の部分とそこを通過
する操作ワイヤ４の途中の部分とに、操作ワイヤ４が押
し込み操作されてクリップ１０の先端が可撓性シース１
の先端にさしかかった時からクリップ１０が一杯に拡開
する状態になるまでの間摩擦抵抗を発生して、クリップ
１０が一杯に拡開した直後の状態では摩擦抵抗を発生し
ない摩擦抵抗発生手段３１，３２を設けた。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される可撓性シース内に軸線方向に進退自在に挿
通配置された操作ワイヤを基端側から先端側に押し込み操作することにより、上記操作ワ
イヤの先端に分離可能に連結されたクリップが、上記可撓性シースの先端内から前方に押
し出されて拡開し、さらに上記操作ワイヤを進退操作することにより、上記クリップが閉
じてから上記クリップと上記操作ワイヤを分離することができるように構成された内視鏡
用クリップ装置において、
　上記可撓性シースの途中の部分とそこを通過する上記操作ワイヤの途中の部分とに、上
記操作ワイヤが押し込み操作されて上記クリップの先端が上記可撓性シースの先端にさし
かかった時から上記クリップが一杯に拡開する状態になるまでの間摩擦抵抗を発生して、
上記クリップが一杯に拡開した直後の状態では摩擦抵抗を発生しない摩擦抵抗発生手段を
設けたことを特徴とする内視鏡用クリップ装置。
【請求項２】
　上記摩擦抵抗発生手段が、上記可撓性シースの内周部に固定された環状部材と、上記操
作ワイヤを囲む状態に上記操作ワイヤに固定された筒状部材とを備えていて、上記環状部
材と上記筒状部材の少なくとも一方がばね性を有し、上記環状部材は内径が上記可撓性シ
ースの内周より小さく形成されて、上記筒状部材は外径が上記可撓性シースの内周より小
さく且つ上記環状部材の内径より大きく形成され、上記筒状部材が上記環状部材内を通過
する際に上記筒状部材と上記環状部材のうちばね性を有する側が弾性変形して上記摩擦抵
抗が発生する請求項１記載の内視鏡用クリップ装置。
【請求項３】
　上記環状部材が、上記可撓性シースの内周部に圧入固定されている請求項２記載の内視
鏡用クリップ装置。
【請求項４】
　上記環状部材が、上記可撓性シースの軸線方向に互いの間隔をあけて上記可撓性シース
の内周部に圧入固定された一対の抜け止め部材の間に挟持されている請求項２記載の内視
鏡用クリップ装置。
【請求項５】
　上記環状部材が、同じ径で複数回巻かれたばね性のあるコイルである請求項２ないし４
のいずれかの項に記載の内視鏡用クリップ装置。
【請求項６】
　上記環状部材がばね性のあるＣリングである請求項２ないし４のいずれかの項に記載の
内視鏡用クリップ装置。
【請求項７】
　上記環状部材が、上記可撓性シース自体を部分的に小さな径に塑性変形させて形成され
ている請求項２記載の内視鏡用クリップ装置。
【請求項８】
　上記筒状部材が、円筒状のパイプである請求項１ないし７のいずれかの項に記載の内視
鏡用クリップ装置。
【請求項９】
　上記クリップとして、互いに分離可能な複数のクリップが上記操作ワイヤの先端に直列
に連結されている請求項１ないし８のいずれかの項に記載の内視鏡用クリップ装置。
【請求項１０】
　上記環状部材と上記筒状部材の一方が上記複数のクリップの連結ピッチに対応するピッ
チで複数配置されている請求項９記載の内視鏡用クリップ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡用クリップ装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用クリップ装置（特に、複数のクリップが分離可能に直列に配置されたいわゆる
連発クリップ装置）においては一般に、内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される可撓
性シース内に軸線方向に進退自在に挿通配置された操作ワイヤを基端側から先端側に押し
込み操作することにより、操作ワイヤの先端に分離可能に連結されたクリップが可撓性シ
ースの先端内から前方に押し出されて拡開し、さらに操作ワイヤを進退操作することによ
り、クリップが閉じてからクリップと操作ワイヤを分離することができるように構成され
ている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００６－８７５３７
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述したような従来の内視鏡用クリップ装置は、操作ワイヤが押し込み操作されてクリ
ップの先端が可撓性シースの先端にさしかかった後、クリップが開閉したり前後に進退す
る動作を内視鏡の観察画面で視認しながら使用するようになっている。
【０００４】
　しかし、内視鏡の観察画像においては、突出するクリップをその背後から見た状態にな
るので、クリップが一杯に拡開した状態になっているのか、或いはクリップが可撓性シー
スの先端からどの程度突出した状態なのか等の正確な把握が困難であり、特に内視鏡の観
察視界が鮮明でない条件下等においては誤操作をするおそれがあった。
【０００５】
　本発明は、内視鏡の観察視界が鮮明でない場合等であっても、操作者がクリップの拡開
状態や可撓性シースからの突出状態を正確に把握してスムーズに操作することができる内
視鏡用クリップ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用クリップ装置は、内視鏡の処置具挿通チ
ャンネルに挿脱される可撓性シース内に軸線方向に進退自在に挿通配置された操作ワイヤ
を基端側から先端側に押し込み操作することにより、操作ワイヤの先端に分離可能に連結
されたクリップが、可撓性シースの先端内から前方に押し出されて拡開し、さらに操作ワ
イヤを進退操作することにより、クリップが閉じてからクリップと操作ワイヤを分離する
ことができるように構成された内視鏡用クリップ装置において、可撓性シースの途中の部
分とそこを通過する操作ワイヤの途中の部分とに、操作ワイヤが押し込み操作されてクリ
ップの先端が可撓性シースの先端にさしかかった時からクリップが一杯に拡開する状態に
なるまでの間摩擦抵抗を発生して、クリップが一杯に拡開した直後の状態では摩擦抵抗を
発生しない摩擦抵抗発生手段を設けたものである。
【０００７】
　なお、摩擦抵抗発生手段が、可撓性シースの内周部に固定された環状部材と、操作ワイ
ヤを囲む状態に操作ワイヤに固定された筒状部材とを備えていて、環状部材と筒状部材の
少なくとも一方がばね性を有し、環状部材は内径が可撓性シースの内周より小さく形成さ
れて、筒状部材は外径が可撓性シースの内周より小さく且つ環状部材の内径より大きく形
成され、筒状部材が環状部材内を通過する際に筒状部材と環状部材のうちばね性を有する
側が弾性変形して摩擦抵抗が発生するようにしてもよい。
【０００８】
　また、環状部材が、可撓性シースの内周部に圧入固定されていてもよく、或いは、可撓
性シースの軸線方向に互いの間隔をあけて可撓性シースの内周部に圧入固定された一対の
抜け止め部材の間に挟持されていてもよい。
【０００９】
　また、環状部材が、同じ径で複数回巻かれたばね性のあるコイル或いはばね性のあるＣ
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リングであってもよく、可撓性シース自体を部分的に小さな径に塑性変形させて形成され
ていてもよい。また、筒状部材が円筒状のパイプであってもよい。
【００１０】
　また、クリップとして、互いに分離可能な複数のクリップが操作ワイヤの先端に直列に
連結されていて、環状部材と筒状部材の一方が複数のクリップの連結ピッチに対応するピ
ッチで複数配置されていてもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、可撓性シースの途中の部分とそこを通過する操作ワイヤの途中の部分
とに、操作ワイヤが押し込み操作されてクリップの先端が可撓性シースの先端にさしかか
った時からクリップが一杯に拡開する状態になるまでの間摩擦抵抗を発生して、クリップ
が一杯に拡開した直後の状態では摩擦抵抗を発生しない摩擦抵抗発生手段を設けたことに
より、内視鏡の観察視界が鮮明でない場合等であっても、操作者がクリップの拡開状態や
可撓性シースからの突出状態を手元の感覚により正確に把握してスムーズに操作すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される可撓性シース内に軸線方向に進退自在に挿
通配置された操作ワイヤを基端側から先端側に押し込み操作することにより、操作ワイヤ
の先端に分離可能に連結されたクリップが、可撓性シースの先端内から前方に押し出され
て拡開し、さらに操作ワイヤを進退操作することにより、クリップが閉じてからクリップ
と操作ワイヤを分離することができるように構成された内視鏡用クリップ装置において、
可撓性シースの途中の部分とそこを通過する操作ワイヤの途中の部分とに、操作ワイヤが
押し込み操作されてクリップの先端が可撓性シースの先端にさしかかった時からクリップ
が一杯に拡開する状態になるまでの間摩擦抵抗を発生して、クリップが一杯に拡開した直
後の状態では摩擦抵抗を発生しない摩擦抵抗発生手段を設ける。
【実施例】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１は本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置を示しており、１は、例えば四フ
ッ化エチレン樹脂チューブ等のような可撓性チューブからなる可撓性シースであり、図示
されていない内視鏡の処置具挿通チャンネル内に挿脱自在である。
【００１４】
　可撓性シース１の先端に取り付けられた先端口金２内には、ばね性のある金属材からな
るＣリング３が配置されている。Ｃリング３は、軸線方向への移動は阻止されているが、
先端口金２内で押し広げる状態に弾性変形させることができる。
【００１５】
　可撓性シース１内には、可撓性シース１の基端側に連結された操作部（図示せず）から
任意に進退操作することができる操作ワイヤ４が挿通配置されていて、その先端に接続管
６を介して連結環５が固着連結されている。
【００１６】
　可撓性シース１の先端近傍内には複数のクリップ１０が直列に配置されている。クリッ
プ１０は、単体の状態とそれを分解して示す図３及び図２に示されるように、個別に独立
して形成された一対の開閉アーム１１を有していて、各開閉アーム１１の先端に形成され
た先端爪部１２は内方に向かってあい対向する状態に曲げられている。
【００１７】
　一対の開閉アーム１１の後端付近には各々軸孔１３が形成されていて、そこに通された
支軸１４を中心にして、一対の開閉アーム１１が前方に向かって嘴状に自由に開閉するこ
とができる。
【００１８】
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　１５は、操作ワイヤ４との連結を司る環状の連結環１５ａが後端部に形成された連結用
尾部であり、開閉アーム１１の後端部付近を緩く挟み込む形状の一対の平行板部分に、支
軸１４が通される支持孔１６が形成されている。なお、連結用尾部１５は、操作ワイヤ４
に直接連結されるのではなく、後方のクリップ１０や後述する連結用クリップ２０等を介
して操作ワイヤ４と連結される。
【００１９】
　１８は、一対の開閉アーム１１を強制的に開閉させるための締め環であり、待機状態に
おいては、図３に示されるように開閉アーム１１の基部付近に緩く被嵌された状態になっ
ている。
【００２０】
　そして、図４に示されるように締め環１８を開閉アーム１１に対して相対的に後方に移
動させると、開閉アーム１１の後端に形成された駆動カム１１ａに締め環１８がぶつかっ
て、開閉アーム１１が開いた状態にされる。
【００２１】
　クリップ１０が可撓性シース１の先端から押し出される際には、締め環１８の先端面が
一旦Ｃリング３に当接してその位置で停止するので、このような動作が行われ、さらに強
い力でクリップ１０が可撓性シース１内から押されると、開閉アーム１１が一杯に開いた
状態のまま、締め環１８がＣリング３を押し広げながら先端口金２の前方に押し出される
。
【００２２】
　逆に、図５に示されるように締め環１８が前方に移動すると、開閉アーム１１が強制的
に閉じた状態にされる。締め環１８が先端口金２の前方に押し出された後に連結用尾部１
５が可撓性シース１内に引き戻されると、締め環１８の後端面がＣリング３に当接してこ
のような動作が行われる。
【００２３】
　図１に戻って、可撓性シース１の先端近傍内においては、前後に連なって位置する二つ
のクリップ１０，１０のうち前側に位置するクリップ１０の連結用尾部１５と、後側に位
置するクリップ１０の開閉アーム１１とが連結されている。具体的には、前側のクリップ
１０の後端に位置する連結環１５ａ内に、閉じた状態の後側のクリップ１０の開閉アーム
１１の先端爪部１２が差し込まれた状態に係合している。
【００２４】
　２０は、クリップ１０と同じ構成であって連結環５に分離できないように連結された連
結用クリップであり、他のクリップ１０と同様にしてその前側に位置するクリップ１０と
連結されている。このようにして連結された全てのクリップ１０，２０が可撓性シース１
内では閉じていて、可撓性シース１がこの状態で内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱さ
れる。
【００２５】
　可撓性シース１の途中の部分とそこを通過する操作ワイヤ４の途中の部分とには、可撓
性シース１内における操作ワイヤ４の進退動作に対して摩擦抵抗を付与するための摩擦抵
抗発生手段３１，３２が設けられている。
【００２６】
　摩擦抵抗発生手段３１，３２が設けられる位置は、可撓性シース１が内視鏡の処置具挿
通チャンネルに通された使用状態において、内視鏡挿入部の先端近傍に遠隔操作により屈
曲するように設けられている湾曲部より少し後方位置辺りにするのが好ましい。
【００２７】
　図６に拡大図示されるように、摩擦抵抗発生手段３１，３２は、可撓性シース１の内周
部に圧入固定された環状部材３１と、操作ワイヤ４を囲む状態に操作ワイヤ４に固定され
た筒状部材３２からなり、この実施例においては、環状部材３１は、例えばばね用ステン
レス鋼線を一定の径で複数回巻いたばね性を有するコイルで形成され、筒状部材３２は、
例えば複数の円筒状のステンレス鋼パイプが間隔をあけて用いられている。
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【００２８】
　環状部材３１は、内径が可撓性シース１の内周より小さく、且つ外径が可撓性シース１
の内周より僅かに大きく形成されている。一方、筒状部材３２は外径が可撓性シース１の
内周より小さく且つ環状部材３１の内径より僅かに大きく（例えば、直径で０．０５～０
．１ｍｍ程度大きく）形成されている。
【００２９】
　その結果、筒状部材３２が環状部材３１内を通過する際にばね性を有する環状部材３１
側が押し広げられた状態に弾性変形することにより、環状部材３１と筒状部材３２との間
に一定の摩擦抵抗が発生し、筒状部材３２が環状部材３１内に位置していない状態の時は
摩擦抵抗が発生しない。
【００３０】
　図１に示されるように、筒状部材３２は、先端において連結されている複数のクリップ
１０，２０の数と同数が、各クリップ１０，２０の連結ピッチ間隔と同じピッチ間隔で操
作ワイヤ４に固着されている。
【００３１】
　そして、各筒状部材３２の長さと固着位置は、操作ワイヤ４が基端側（図において上方
）から押し込み操作されて最先端のクリップ１０の先端が可撓性シース１の先端（厳密に
は先端口金２の先端）にさしかかった時からクリップ１０が一杯に拡開する状態になるま
での間は環状部材３１との間で摩擦抵抗が発生し、クリップ１０が一杯に拡開した直後の
位置では筒状部材３２が環状部材３１内を通過し終わって摩擦抵抗が発生しなくなるよう
に設定されている。
【００３２】
　そのような内視鏡用クリップ装置が内視鏡の処置具挿通チャンネルに通された使用状態
において、操作ワイヤ４が基端側から進退操作された場合の状態変化を、図１及び図７～
図１０を参照して順に説明する。
【００３３】
　可撓性シース１が内視鏡の処置具挿通チャンネルに通される際には、図１に示されるよ
うに、最先端のクリップ１０の先端が可撓性シース１の先端（即ち、先端口金２の先端）
から突出する寸前の位置にあり、その時、最先端の筒状部材３２が環状部材３１の後端に
当接する状態にある。したがって、その当接抵抗が手元側で操作者に感じられ、クリップ
１０の先端が可撓性シース１の先端から突出する寸前の位置にあることが手の感触で把握
される。
【００３４】
　そして、可撓性シース１が処置具挿通チャンネルに通されてクリッピング対象の患部に
接近したら、図７に示されるように、操作ワイヤ４を基端側から押し込み操作することに
より、最先端のクリップ１０が可撓性シース１の先端から前方に突出して次第に開きはじ
め、その間、最先端の筒状部材３２が環状部材３１中を通過中の状態になるので、それに
よる摩擦抵抗が手元側の操作者に感じられ、クリップ１０がまだ一杯に拡開していないこ
とが手の感触で把握される。
【００３５】
　次いで、図８に示されるように、締め環１８がＣリング３を通過する状態まで最先端の
クリップ１０が前方に押し出されると、そのクリップ１０が締め環１８により一杯に拡開
された状態になり、それと同時に最先端の筒状部材３２が環状部材３１を通過し終わった
状態になる。したがって、摩擦抵抗発生手段３１，３２による摩擦抵抗が急になくなって
それが手元側の操作者に感じられ、最先端のクリップ１０が一杯に拡開したことが手の感
触で把握される。
【００３６】
　そこで、可撓性シース１を前方に押し進める操作をして最先端のクリップ１０の一対の
開閉アーム１１で患部を挟み付けた後、図９に示されるように操作ワイヤ４を基端側に牽
引する操作を行うと、後方に少し引き戻された最先端のクリップ１０が閉じて患部にクリ
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ッピングされた状態になる。この時、最先端の筒状部材３２が環状部材３１内に再び入り
込んでその摩擦抵抗が手元側の操作者に感じられ、最先端のクリップ１０が閉じたことが
手の感触で把握される。
【００３７】
　そのようにして患部に対するクリッピングが行われたら、図１０に示されるように操作
ワイヤ４を再び基端側から押し込み操作すると、最先端のクリップ１０が閉じて患部をク
リッピングした状態のまま可撓性シース１内から前方に押し出される。この時、最先端の
筒状部材３２は環状部材３１から前方に抜け出して手元側の操作者には摩擦抵抗のない状
態が感じられる。
【００３８】
　そして、先端から二番目のクリップ１０の先端が可撓性シース１の先端から突出する寸
前の位置に差しかかると、二番目の筒状部材３２が環状部材３１の後端に当接する。した
がって、その当接抵抗が手元側で操作者に感じられ、二番目のクリップ１０の先端が可撓
性シース１の先端から突出する寸前の位置にあることが手の感触で把握される。
【００３９】
　そこで、図１１に示されるように、さらに操作ワイヤ４を基端側から押し込み操作する
ことにより、二番目のクリップ１０が開いて最先端のクリップ１０との連結が解除され、
最先端のクリップ１０が体内に留置された状態になる。
【００４０】
　続いて、必要に応じて二番目のクリップ１０により上述と同様の手順でクリッピングを
行うことができ、このような一連の動作の状態を、操作者が手の感覚で確実に把握するこ
とができる。
【００４１】
　図１２は、本発明の第２の実施例の摩擦抵抗発生手段３１，３２を示しており、ばね性
のある円形リングの一か所が切断されたＣリングにより環状部材３１が形成されている。
その環状部材３１は可撓性シース１内に緩く配置されており、軸線方向に互いの間隔をあ
けて可撓性シース１の内周部に圧入固定された一対のコイル等からなる抜け止め部材３３
の間に挟持されて、可撓性シース１内で移動しないようになっている。このようにしても
、第１の実施例と同様の作用効果を得ることができる。
【００４２】
　図１３は本発明の第３の実施例の摩擦抵抗発生手段３１，３２を示しており、操作ワイ
ヤ４に固定された筒状部材３２を一個だけにして、可撓性シース１の内周部に固定された
環状部材３１をクリップ１０の数に対応する数だけクリップ１０の連結ピッチ間隔と同じ
ピッチ間隔で設けたものである。このようにしても、第１の実施例と同様の作用効果を得
ることができる。
【００４３】
　図１４は本発明の第４の実施例の摩擦抵抗発生手段３１，３２を示しており、環状部材
３１として特別の部材を設けずに、可撓性シース１自体を部分的に小さな径に塑性変形さ
せて環状部材３１を形成したものである。このようにしても、第１の実施例と同様の作用
効果を得ることができる。
【００４４】
　なお、本発明は上記各実施例に限定されるものではなく、例えば、本発明をクリップ１
０が一個だけの単発式の内視鏡用クリップ装置に適用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリップの分解斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリップの側面断面図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリップが強制的に開かれた状
態の側面断面図である。
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【図５】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリップが強制的に閉じられた
状態の側面断面図である。
【図６】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置の摩擦抵抗発生手段の側面断面図
である。
【図７】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置の動作を順に示す側面断面図であ
る。
【図８】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置の動作を順に示す側面断面図であ
る。
【図９】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置の動作を順に示す側面断面図であ
る。
【図１０】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置の動作を順に示す側面断面図で
ある。
【図１１】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置の動作を順に示す側面断面図で
ある。
【図１２】本発明の第２の実施例の内視鏡用クリップ装置の摩擦抵抗発生手段の側面断面
図である。
【図１３】本発明の第３の実施例の内視鏡用クリップ装置の摩擦抵抗発生手段の側面断面
図である。
【図１４】本発明の第４の実施例の内視鏡用クリップ装置の摩擦抵抗発生手段の側面断面
図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１　可撓性シース
　２　先端口金
　３　Ｃリング
　４　操作ワイヤ
　１０　クリップ
　１１　開閉アーム
　１８　締め環
　２０　連結用クリップ
　３１　環状部材（摩擦抵抗発生手段）
　３２　筒状部材（摩擦抵抗発生手段）
　３３　抜け止め部材
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